
普 及 項 目 養殖 

漁 業 種 類 等 ほたてがい養殖漁業（種苗生産） 

対 象 魚 類 ホタテガイ 

対 象 海 域 噴火湾海域 

ホタテガイ種苗生産指導 

北海道渡島総合振興局 

渡島北部地区水産技術普及指導所（蜜谷 法行） 

【背景・目的・目標（指標）】 

渡島北部地区管内では、昭和 40 年代半ばからホタテガイ養殖が始まり、主に地場採苗に

よる稚貝の種苗生産でその種苗が確保され、漁業が発展してきた。しかし、これに並行し

て育成する稚貝の成長不良やへい死等の問題も断続的に発生している。 

こうした状況のなか、当所の種苗生産指導の課題として、採苗関連調査の他、11～12 月

と２～３月の年２回、稚貝調査を実施し、へい死の状況等を確認している。その手法は、

各漁協の決められた調査対象の漁業者から稚貝をサンプリングし、その管理履歴等の聞き

取りと、殻長や重量、へい死数等の測定を行い、多岐にわたる調査項目のデータを蓄積し

ている。（表１）。蓄積されたデータのうち、測定項目については平成７年度から電子デ

ータとして整理されていたが、聞き取り項目については整理されていない状況であった。 

そこで、令和５年度から聞き取り項目の整理を始めたところ、漁業実態の詳細が把握で

きる貴重なデータであることを再認識した。翌６年には、「稚貝の管理は、漁業者各のこ

だわりが強く、門外不出の技術という側面も見受けられるが、稚貝のできが良い管理工程

については、漁協の垣根を越えて共有したい。」といった要望もあったことから、各漁協

や関係部会との調整を行い、データの普及と有効利用を図った。 

【普及の内容・特徴】 

令和６年度に各漁協や関係部会と協議を重ねた結果、データは、聞き取り項目全体に稚

貝調査測定項目の実施年月日、収容数、正常貝殻長、外部異常貝率及びへい死率をひも付

け、漁業者個人名を除外した、二次利用が可能なエクセルを使ったデータベースの形式と

して、管内各漁協と指導所限りの取り扱いで共有することとなった。 

【成果・活用】 

データの利便性を高め、過去に亘って一連の管理実態を把握できたことから、令和６年

度は、高水温対策のモデル事例を紹介し、対策を検討するよう部会へ助言（図１）した。

このほか、種苗確保に必要な量の採苗器を保有していなかったことも明らかとなり、採苗

器の保有数量について助言した（図２）。令和７年度は、過去に例のない早い時期の採苗

となったが、採苗器の投入適期や保有数等の助言が生かされ、適切に採苗が行われていた

ことが確認できた（図３）。また、一部の漁協では、推奨する分散方法の発信等に活用さ

れている。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

当所では、データの継続的な整理、更新を行い、より良い管理方法等について漁協や関

係部会と協議を重ね、活用方法を検討していく。 

 



 表１ 調査項目 
 

図１ 高水温対策管理のモデル事例 

 

 
図２ 採苗器保有数量の助言資料      図３令和７年度採苗関連の実態資料 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

H11 40% 40% 20%
H12 17% 33% 50%
H13 14% 57% 14% 14%
H14 40% 20% 40%
H15 46% 31% 8% 8% 8%
H16 20% 60% 20%
H17 60% 40%
H18 40% 20% 40%
H19 20% 80%
H20 100%
H21 75% 25%
H22 75% 25%
H23 20% 60% 20%
H24 20% 40% 40%
H25 20% 20% 60%
H26 20% 20% 60%
H27 17% 17% 33% 33%
H28 17% 17% 25% 42%
H29 50% 33% 17%
H30 50% 33% 17%
R1 17% 17% 50% 17%
R2 43% 57%
R3 43% 29% 14% 14%
R4 50% 50%
R5 40% 20% 20% 20%
R6 33% 67%

　本分散
　＼時期
年度

９月 １０月 １１月 １２月

H11～20年度にかけ

て、11月に実施する

漁業者は全体の8～

20%と少なく、9～10

月の実施が主流。

近年は、高水温

に晒された稚貝

の体力回復を優

先し、11月以降

の実施が主流。

⾧万部漁協における本分散実施時期の推移（数値：全体に占める実施の割合）
⾧万部漁協で取り組まれていた、高水温対策としての本分散時期の変更の実態を指導

所から他漁協部会へ紹介

年度 4月下旬 5月上旬 5月中旬 5月下旬 6月上旬 6月中旬 6月下旬 不明

H12 50.0 22.2 5.6 22.2

H13 26.9 57.7 7.7 7.7

H14 22.2 55.6 22.2

H15 2.9 26.5 64.7 5.9

H16 38.9 44.4 8.3 5.6 2.8

H17 36.4 54.5 9.1

H18 61.5 30.8 7.7

H19 27.8 50.0 16.7 5.6

H20 20.0 66.7 3.3 10.0

H21 61.1 16.7 5.6 16.7

H22 8.7 69.6 21.7

H23 47.6 38.1 14.3

H24 28.6 42.9 28.6

H25 20.0 60.0 20.0

H26 7.1 64.3 21.4 7.1

H27 53.3 40.0 6.7

H28 8.3 66.7 20.8 4.2

H29 3.4 51.7 31.0 3.4 10.3

H30 5.9 44.1 29.4 20.6

R01 25.0 54.2 20.8

R02 3.1 50.0 28.1 18.8

R03 28.9 60.0 11.1

R04 23.3 60.0 16.7

R05 27.0 59.5 13.5

R06 3.4 69.0 27.6

R07 18.2 36.4 22.7 22.7
※太字は各年度最多の時期

採苗器投入時期/稚貝調査対象漁業者(%)

(本)
R6必要採苗器数
に対する割合

640.9 97% 2,896

令和７年度　採苗器保有数と対応可能な付着規模

※　地場採苗で種苗を100%確保する場合（個/採苗器約100g）

採苗器保有数（本） 対応可能な
付着規模※→

R7年度の採苗器保有数は倍増し、採苗情報等で

採苗器投入の時期を示したとおり、５月上旬に１

回目の投入が行われ、適期を逃さず必要な種苗を

確保できた。
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R6年度の地場種苗は、必要量の51%に留まり、さらに、全道的な採苗

不振でもあったため、不足分を他地区からの移入で確保できなかった。

R6年度と同規模、またはそれ以下の付着は、断続的に発生しているた

め、地場採苗で種苗を確保できよう採苗器の保有数を増やし、今後に備

える必要があると助言した。

年度 最小 最大 平均 年度 最小 最大 平均

H1 16,897 233,377 66,315 H21 1,327 17,030 5,552
H2 5,058 26,985 10,695 H22 2,913 69,285 18,970
H3 990 136,413 17,990 H23 97,387 641,461 209,861
H4 19 705 271 H24 2,688 89,216 19,977
H5 0 1,900 266 H25 1,539 166,325 65,050
H6 6,500 2,099,600 265,353 H26 635 31,605 12,288
H7 2,400 582,229 84,653 H27 529 40,064 17,815
H8 370 106,291 26,284 H28 832 254,472 90,508
H9 346 5,061 2,136 H29 13,184 366,592 104,449
H10 2 170 56 H30 1,904 135,680 50,597

H11 14 5,288 1,803 R1 15,616 204,800 68,507
H12 137 2,161 771 R2 14,592 202,752 70,187
H13 138 7,634 2,946 R3 26,368 111,616 84,021
H14 88 4,870 1,180 R4 23,767 548,554 253,977
H15 10,287 94,412 31,120 R5 39,160 505,707 230,579
H16 16,400 77,488 48,620 R6 867 8,740 2,986
H17 4,078 21,219 10,475 R7 18,944 2,555,904 510,551
H18 287 41,687 9,722
H19 1,125 13,030 5,874
H20 295 14,320 5,127

※　H1～16年、H19～23年：長万部、八雲町、落部、森、砂原漁協の集計値

※　H17～18年、H24年以降：長万部、八雲町、落部、森、砂原、鹿部漁協の集計値

一斉付着調査等の結果（単位：個/採苗器約100g）

①採苗器
保有数
（本）

②採苗器
投入数
（本）

投入率
②/①

付着規模
※1

③種苗確保
の実態※2

必要採苗器数
（本:②/③×100）

※3

384.1 338.3 88% 2,986 51% 663.3

令和６年度　採苗器保有数・投入数・付着規模と種苗確保の実態と必要採苗器数(1経営体あたり)

※１　一斉付着調査等の平均付着数（個/採苗器約100g）

※２　R６年度付着規模において地場採苗で種苗を確保した割合

※３　R６年度付着規模において地場採苗で種苗を100%確保する場合


